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皆さんこんにちは。楠田です。 

 

行事週間お疲れ様でした！ 

同じ時期にこちらではホームカミングがありました。ホームカミ

ングとは、学校で行われるお祭りのようなものです。行事全体に毎

年異なるテーマが設定されていて、今年は Stranger Things という

1980 年代を舞台にしたドラマがテーマでした。その週は毎日お題

に合わせた格好で学校に行く‘’spirit week’’が行われ、土曜日にはダ

ンスパーティーがありました。友達と遊ぶのはこの時が初めてだっ

たので、とても楽しかったです。 

 

 さて、今回は学校での勉強の様子について説明します。 

アリゾナ州ではスクールディクトリクトという地区によって学

校の仕組みが異なっています。例えば、フェニックスに留学してい

る吉田さんの学校は８：００に始まりますが、ギルバートにある私の学校では 7：２０から

授業が始まります。同じ州でも全く異なっていて驚きました。 

 

まず、私の学校の時間割について、また時間割の決め方についてお話

しします。 

 

時間割は一人ひとり異なり、毎回の授業で全く違うクラスメイトと一

緒に授業を受けます。毎日同じ六科目の授業があり、水曜日はそれらに

加えて１時間自習の時間があります。この自習の時間では、違う教室に

行って欠席してしまった授業の埋め合わせをしに行くこともできます。 

 

学年によって必修の科目が異なり、私の場合は英語と数学、理科、社

会の４科目が必修でした。これらに加えて 2 つ選択科目をとります。選

択科目には、スペイン語、日本語、体育、手話、オーケストラなどがあ

ります。英語は学年によってどの授業をとるのかが決まるのですがその

他の 5 つの授業は自分の興味やレベルに合わせて選ぶことができます。

例えば、Honors○○という名前の科目では普通のクラスよりも授業が速

く進みますし、AP○○というクラスをとるとテストに合格することで大



学の単位をとることができます。私は、時限順に心理学（選択科目）、世界史、英語、体育

（選択科目）、環境学（AP）、数学（Honors）をとっています。 

 

次に学校でのコンピューター利用方法を紹介します。 

学校で一人ひとつクロームブックというパソコンが配られ、それを中心にして学校での

勉強が進められます。例えば、グーグルクラスルームというサービスを活用して宿題や教

科書、授業で使われたパワーポイントが共有されたり、インフィネットキャンパスという

サービスで成績が常に更新されたりします。インフィネットキャンパスでは宿題を提出し

たり、テストを受けたりするごとに成績が更新され、面白いです。授業ではパワーポイン

トでの説明を受けたり、教材のビデオを見たりすることが多いです。先生によってはウェ

ブサイトのテストを授業で使ったり、テスト前にテスト範囲のクイズを作ってそれを各自

パソコンで勉強したりします。また、一人ひとつ学校用のメールアドレスがあり、それを

通して学校からのお知らせを受け取ったり、先生に質問したりできます。授業を受けるの

にも宿題をするのにもクロームブックは必須で、パソコンにあまり慣れていなかったので、

最初は戸惑いましたが、教科書やワークシートをインターネットで共有することで荷物が

減るし、紙の無駄も減るので、今では気に入っています。 

 

最後に９月の感想を述べます。 

９月は 8 月に比べて落ち着いて過ごせました。8 月は毎日新しいことに囲まれて驚くばかり

でしたが、今月は新しい環境に慣れることができました。学校では「気を使って助ける必

要がある特別な人」から「クラスや学校、クラブの一員」に少しずつ近づいてきたように

感じています。また、自分にできることが増え、さらに楽しく過ごせるようになってきま

した。これまでの２か月は「とりあえず慣れる、馴染む」、ということを目標にしてきまし

たが、今後は今だけではなく未来のことにも目を向けて有意義に過ごせるようにします。 

 

長くなってしまいましたが、今月号はこれで終わりにします。次号は授業の内容を紹介し

ようと思います。最後まで読んでくださってありがとうございました。 

                                      楠田 


